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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 995 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

点 18 23

人 18 23

点 18 23

人 18 23

8

携帯電話不感解消者数 携帯電話不感解消 携帯電話不感解消 159 0

満足度 福祉満足度(満足度アンケートによる） 在宅介護・リハビリ・介護予防事業等の充実による満足度を１０段階表示 5

8

地域来訪者数 都市との交流センター設置による来訪者数 来訪者数の増 250 450

安心度 防災施設の整備による村民の安心度（安心度アンケートによる） 村民の安心度を１０段階で表示 5

　今まで旧村単位にあった３小学校を統合し、本年４月から新しく小谷小学校が開校するのに伴い、廃校となる３小学校の有効利用が急務となっている。
　平成７年の豪雨災害を教訓に避難所の耐震改修と消防団の機器の更新、住民のライフラインの確保に迫られている。あわせて消防団員の確保が年々難しくなってきており、地域住民の防災組織の編成が急務となってきている。
　また、過疎対策として村営住宅と宅地造成を行い人口の増対策と、都市との交流により観光客の誘客に力を入れるとともに、高齢化に対応した施策に迫られている。

　このまちづくり事業により、地域の課題である人口の増対策、福祉対策、交流人口の増による地域の活性化、災害に強い村づくりを目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 長野県 小谷村 小谷

計画期間 交付期間 23

　今まで旧村単位にあった３小学校を統合し、本年４月から新しく小谷小学校が開校するのに伴い、小学校が廃校となる中土・北小谷地域では３年前から学校跡地利用について検討を重ねてきております。
　中土地域では都市との交流拠点として、北小谷地域では老人福祉施設及び観光交流拠点として整備を進めることとした。
　また、本村は、平成７年に大きな豪雨災害を受けライフラインが寸断され多くの孤立地区ができたことを教訓に、小谷中学校体育館と大網公民館の耐震改修と旧中土小学校と旧北小谷小学校を観光交流センターと避難所を兼ねて整備し災害に強い
地域作りを目指す。

　過疎化により今まで旧村単位にあった小学校を統合し新たに開校したのにともない、中土・北小谷地区の中核施設であった学校がなくなったため、両地区住民にとって学校に代わる地域の中核施設の整備が望まれている。
旧中土小学校の校舎は昭和３９年に鉄筋コンクリート３階建てで、体育館は昭和３２年に鉄骨で建築されており、現建築基準法の適用をクリアーするには多額の耐震補強が必要となり、他用途への転用は困難なため、解体し都市との交流施設兼地区

避難所と老人共同住宅を建築し活性化を図るものである。
旧北小谷小学校は昭和６３年に鉄筋コンクリート２階建てで建築されており、現建築基準法の適用をクリアーしているため校舎は高齢化が進んでいる地区の状況から生活支援ﾊｳｽ・訪問介護・デイケア施設に転用しこの地区ばかりでなく小谷村の拠点

福祉施設にし活性化を図るものである。体育館（北小谷地区避難所）とプールについては、道の駅小谷の豊富な温泉を利用した室内温水プールと健康スポーツ器具を設置し地区避難所機能は残し健康増進型観光交流施設に転用する。都市から団塊
の世代を中心とした自分の健康維持に関心を持っている人たちに、この観光交流施設を核に森林セラピー（H19年春認定予定）と温泉と健康食を組み合わせ、村内に中・長期滞在していただくような誘客を目指す。道の駅に引湯している村が所有してい
る７６度の温泉は湧出量が多いため、北小谷小学校跡地利用で計画している観光交流センター・ケアハウス・道の駅小谷に、この温泉を利用し熱交換し給湯や暖房に使用する。
　旧南小谷小学校については、昭和４１～４２年の建築のため、現建築基準法の適用をクリアーするには多額の耐震補強が必要となり、他用途への転用は困難なため、解体し若者向け村営住宅と宅地を整備し人口の増対策としたい。また給食棟につい
ては農産物の乾燥施設と農機具格納庫を整備する。
　姫川温泉地区については平成７年の豪雨災害により源泉が流され復興するのに２年を要したため廃業した旅館が多く温泉街が寂れてしまったため、廃業した旅館を取得して温泉公園を整備し温泉街の景観を良くし再生を図る。
平成７年の災害時に１週間も孤立状態になった大網地区と曽田奉納地区は現在も携帯電話の俯瞰地帯となっている。携帯電話会社に要望していますが採算ベースに合わないことから中継基地建設のめどが立っていないのが現状です。このままです

と
平成７年のような災害がありますと通信施設画寸断され同じ状況になるため、中継基地を建設する。
　低迷している観光事業の夏の誘客の一つの目玉として、標高２千メートルの高原湿地帯の栂池自然公園内の遊歩道のバリアフリー化と自然保護のために木道を整備はかり幅広い観光客の誘致を図る。また２つ目としてサッカーグランドを２面整備し
ジュニア・ジュニアユースの合宿と大会を誘致し宿泊客の増を図る。また、小谷温泉地区の活性化を図るため、営業を止めた民間施設を買取、現有の村営施設の代替として営業を行い、現宿泊施設は除却する。
　小谷中学校体育館・大網公民館については、小谷村地域防災計画の避難所の指定されていることから、耐震改修を行い避難所としての機能強化を図る。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・人口と交流人口の増対策 ・旧中土小学校跡地利用の都市との観光交流センターの設置
・旧北小谷小学校体育館・プールを改修し観光交流センターに転換
・村営住宅の整備
・宅地造成
・栂池自然園遊歩道の整備
・小谷温泉活性化
・旧南小谷小学校給食棟を農産物乾燥施設と農機具格納庫に転換

方針に合致する主要な事業
・災害に強い村づくり ・避難所(小谷中学校体育館）の耐震改修

・携帯電話不感地帯の解消
・観光交流センター（兼避難所）の整備
・旧北小谷小体育館（避難所）の改修
・小谷中学校体育館・大網公民館（避難所）の耐震改築

・老人福祉施設の充実 ・旧北小谷小学校の福祉施設への改修

・快適で環境にやさしい生活基盤の確保 ・村道の路面改良及び雪崩防止策の設置

　過疎化により今まで旧村単位にあった小学校を統合し新たに開校したのにともない、中土・北小谷地区の中核施設であった学校がなくなったため、両地区住民にとって学校に代わる地域の中核施設の整備が望まれている。
　旧中土小学校は、解体し都市との交流施設兼避難所と老人共同住宅を建築し活性化を図るものである。
旧北小谷小学校校舎は生活支援ﾊｳｽ・訪問介護・デイケア施設に転用しこの地区ばかりでなく小谷村の拠点福祉施設にし活性化を図るものである。体育館とプールについては、小谷村防災計画の避難所に指定されていることからその機能はそのまま残

し、道の駅小谷の豊富な温泉を利用した室内温水プールと健康スポーツ器具を設置し健康増進型観光交流施設に転用する。都市から団塊の世代を中心とした自分の健康維持に関心を持っている人たちを誘客し、村診療所医師・保健婦による健康相談行
う。次にその結果を受け健康運動指導士からこの交流施設の器具やプールを中心に個人ごとに運動指導を行う、また村では森林セラピー基地の認定申請をしており（H19年春認定予定）森林浴やウオーキング指導も併せて行う。 宿泊する村内の宿と管理
栄養士が連携をとり、その人にあった地産地消の食事内容を組み立て宿泊客に提供し、運動と温泉と健康食を組み合わせ、村内に中・長期滞在していただくような誘客を目指す。

平成７年の災害時に１週間も孤立状態になった大網地区と曽田奉納地区は現在も携帯電話の俯瞰地帯となっている。携帯電話会社に要望していますが採算ベースに合わないことから中継基地建設のめどが立っていないのが現状です。このままですと
平成７年のような災害がありますと通信施設画寸断され同じ状況になるため、中継基地を建設する。
　旧南小谷小学校については、解体し若者向け村営住宅と宅地を整備し人口の増対策と給食棟を農産物の乾燥施設と農機具格納庫を整備する。
　平成７年の大規模な豪雨災害の経験を活かし災害に強い村づくりを目指すとともに、冬季生活環境の改善や現在の自然を守り育てる意識をはぐくむ土壌を育成する。
　小谷温泉は、開湯以来４５０年の歴史があるが、観光の低迷により５軒あった旅館も営業をしているのは３軒に減ってしまった。村有施設の「雨飾荘」も築３６年を経過し建て替えをする時期に来ているが、多額の投資額になるため難しい状況となっている。
　平成１９年の秋には民間の宿が営業をやめており再開のめどが立っていないため、村で取得し「雨飾荘」の代替施設として営業を行い小谷温泉地区の活性化を図る。また既存の村営施設については一部除却する。
　小谷中学校体育館・大網公民館については、小谷村地域防災計画の避難所の指定されていることから、耐震改修を行い避難所としての機能強化を図る。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 小谷村 直 Ｌ＝1,465.7ｍ 19 22 19 22 26.8 26.8 26.8 26.8

道路 小谷村 直 Ｌ＝344ｍ 20 21 20 21 16.6 16.6 16.6 16.6

道路 黒川線 小谷村 直 L=1,263m 22 22 22 22 12.0 12.0 12.0 12.0

道路 中通線 小谷村 直 L=113m 22 22 22 22 14.9 14.9 14.9 14.9

道路 小谷村 直 Ｌ＝840ｍ 22 22 22 22 12.0 12.0 12.0 12.0

道路 小谷村 直 Ｌ＝810m 20 20 20 20 22.0 22.0 22.0 22.0

道路 平間線 小谷村 直 L=1473m 21 21 21 21 12.5 12.5 12.5 12.5

道路 李平線 小谷村 直 L=1257m 21 21 21 21 11.5 11.5 11.5 11.5

道路 大草連線 小谷村 直 L=714m 21 21 21 21 6.5 6.5 6.5 6.5

道路 蕨平線 小谷村 直 L=113m 21 21 21 21 16.9 16.9 16.9 16.9

道路 大久保線２ 小谷村 直 L=217.4m 20 20 20 20 13.3 13.3 13.3 13.3

道路 土倉線 小谷村 直 L=124.3m 20 20 20 20 5.5 5.5 5.5 5.5

道路 小学校保育園線 小谷村 直 L=211.6m 20 20 20 20 24.8 24.8 24.8 24.8

道路 中尾根線 小谷村 直 L=190m 19 19 19 19 8.7 8.7 8.7 8.7

道路 清水山線 小谷村 直 L=1080m 23 23 23 23 10.0 10.0 10.0 10.0

道路 梨平線 小谷村 直 L=213,m 23 23 23 23 19.6 19.6 19.6 19.6

道路 栂池中央線 小谷村 直 L=250m 23 23 23 23 20.8 20.8 20.8 20.8

道路 小谷村 直 Ｌ＝68ｍ 19 19 19 19 21.8 21.8 21.8 21.8

道路 小谷村 直 Ｌ＝19.4ｍ 19 19 19 19 6.9 6.9 6.9 6.9

公園 小谷村 直 1,208㎡ 23 23 23 23 15.5 15.5 15.5 15.5

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

地域防災施設 小谷村 直 1,484㎡ 19 23 19 23 146.8 146.8 146.8 146.8

高質空間形成施設 －

緑化施設等 小谷村 直 L=2,208m 19 23 19 23 115.1 115.1 115.1 115.1

高次都市施設 －

観光交流センター 小谷村 直 1,111㎡ 19 20 19 20 335.2 335.2 335.2 335.2

既存建造物活用事業 －

旧北小谷小学校体育館・プール小谷村 直 1497㎡ 20 22 20 22 424.8 424.8 424.8 424.8

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備 小谷村 直 500㎡ 22 22 22 22 125.4 125.4 125.4 125.4

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1445.9 1445.9 1445.9 1445.9 …A

国費率 0.417交付対象事業費 1,993.7 交付限度額 831.1

千国若栗線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

横根沢橋

蕨平野田線

村道池原下来馬線

大網線

宮本橋

姫川温泉公園

－

－

－

旧体育館・プールを観光交流施設に転換

避難所の小谷中学校・・大網公民館耐震改築

－

栂池自然園

－

旧中土小学校跡地利用

住宅市街地
総合整備
事業

旧南小谷小学校

0.0



提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
学校跡地利用 小谷村 直 3,516㎡ 21 21 21 21 37.9 37.9 37.9 37.9

小谷村 直 259㎡ 21 21 21 21 7.1 7.1 7.1 7.1

小谷村 直 3653㎡ 19 20 19 20 43.5 43.5 43.5 43.5

旧北小谷小学校 小谷村 直 1,595㎡ 20 22 20 22 297.6 297.6 297.6 297.6

小谷温泉活性化 小谷温泉 小谷村 直 1,305㎡ 20 21 20 21 67.6 67.6 67.6 67.6

北小谷 小谷村 直 40000㎡ 19 19 19 19 41.4 41.4 41.4 41.4

携帯電話中継基地 小谷村 直 H=20m 20 20 20 20 21.3 21.3 18.7 18.7

姫川温泉ホテル除却 姫川温泉公園 小谷村 直 2,840㎡ 23 23 23 23 34.0 34.0 34.0 34.0

－ 0.0 0.0 0.0

－ 0.0

－ 0.0

－ 0.0

合計 550.4 550.4 547.8 547.8 …B
合計(A+B) 1993.7

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

学校跡地利用

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
旧南小谷小学校除却

学校跡地利用 旧南小谷小学校

－

廃校を福祉施設に転換

旧中土小学校除却

サッカーグランド整備

まちづくり活
動推進事業

－

大網・曽田 2.6

事業活用調
査

－

－

事業期間
全体事業費

2.6

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）



都市再生整備計画の区域

面積 985 ha 区域小谷地区（長野県　小谷村） 小谷村全域

計画区域 

Ｓ＝１／１００，０００ 
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